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第 3 学年 数学科学習指導案 
    令和３年７月９日（金）第６校時 

１ 単元名    平方根の利用 

 

２ 単元設定の理由 

（１）教材について 

  ・数の範囲を負の数にまで拡張してきた。ここでは無理数を学習し，これまで数で表すことができなかったも

のを思考の対象にしていく。 

  ・平方根の必要性と意味を理解し，平方根を含む簡単な式の計算ができるようにする。 

  ・具体的な場面で平方根を用いて表したり処理したりすることを通して，平方根を具体的な場面で活用する

ことができるようにする。 

（２）生徒について 

  ・事前のアンケートでは，「数学が好き」という学習者が 8割に対し，「数学が得意」という学習者は 5 割であ

った。否定的な意見として，計算のミスが多い，応用が苦手，考査の点が取れないなどの意見が多い。 

・計算処理を得意とする学習者が多い。一方，具体的な場面で活用する際に解決の見通しを持つことが苦手

な学習者が 3割程度いる。 

 ・文字式や平方根の理解や計算について，身に付いていると考える生徒は全体の 8割を越える。 

  ・数学の授業で好きな活動として，話し合い活動を挙げる学習者が 8割を越える。 

（３）指導について 

  ・計算練習を行い，計算に自信を持たせることで，数学への苦手意識を減らす。 

  ・具体的な場面で平方根を活用する際には，解決の見通しを立てることを，話し合い活動などを通して丁寧

に行うことで，主体的に活動できるようにする。 

  ・目的を明確にした話し合い活動を多く設定し，理解につなげることで数学的活動の楽しさや数学のよさを

実感させる。 

  ・本時では，平方根を利用する場面として，折り紙を教材として選んだ。手元に紙があることで書き込んだりす

る操作活動がしやすく，学習者が課題に対して思考しやすくなると考えた。 

  ・本時では，課題を学習者に投げかける際に動画を活用することにより，自分のこととして課題を受け止めて

もらえるようにした。また，学習者が課題に向かう場面で，途中経過を写真にとってクラウドにあげることによ

り，他者の理解につなげていく。 

 

 

３ 単元の目標および評価規準 

 

正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるようにする。 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 
①数の平方根の必要性と意味を
理解している。 

➁有理数，無理数の意味を理解
している。 

➂数の平方根をふくむ簡単な式
の計算をすることができる。 

④具体的な場面で数の平方根
を用いて表したり処理したりす
ることができる。 

①これまでに学んだ文字式の計
算などと関連付けて，数の平
方根をふくむ式の計算の方法
を考察し表現することができ
る。 

➁数の平方根を具体的な場面で

活用することができる。 

①数の平方根の必要性や意味
を考えようとしている。 

➁数の平方根について学んだこ
とを生活や学習に生かそうとし
ている。 

➂数の平方根を活用した問題解

決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 
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指導と評価の単元計画 

 

時 主な学習活動・ねらい 指導上の留意点【問いの工夫】 
評価規準 

評価方法 
ア知・技 イ思判表 ウ態 

１ 

いろいろな面積の正方形をか

く活動を通して，2 乗して a と

なる数について考える。 

１ 方眼を利用して，色々な面積の正方形を

かこう。 

２ 面積２の正方形の1辺の長さはいくつだ

ろうか。 

  ① 
観察 

ワークシート 

２ 
正の数 a の平方根を定義し，

根号の使い方を知る。 

１ 2 乗して９になる数は何だろう。 

２ 平方根はいくつあるだろうか。 
①   

観察 

ノート 

３ 
平方根の大小を比べることが

できる。 

１ √２と√５ではどちらが大きいだろうか。 

２ √２より√５の方が大きいことを，どのよ

うに確かめればよいだろうか。  ②  
観察 

ノート 

４ 

有理数と無理数を定義し，そ

れらをふくめた数全体を分類

・整理する。 

１ 分数で表せる数と表せない数に分けて

みよう。 

２ 循環小数を分数で表すにはどうすれば

よいだろうか。 
②   

観察 

ノート 

ワーク 

5 
√のついた数の積や商を求

める。 

１ √２×√３はどのような数になるだろう

か。 

２ √２×√３＝√６になることを，どのように

確かめればよいだろうか。 

③   
観察 

ノート 

６ 
近似値を求めることができ

る。 

１ √200 の近似値はいくつだろうか。 

２ √２と√２０の近似値が与えられたとき，

√２０００はどのように考えたらよいだろう

か。 

③   
観察 

ノート 

７ 
分母を有理化することができ

る。 

１ 分母から√をなくすにはどうすればよい

だろうか。 

２ 約分するときに気を付けるべきことは何

だろうか。 

③   
観察 

ノート 

８ 
根号をふくむ式の和や差を求

める。 

１ √a＋√b＝√a+b としても良いだろう

か。 

２ 面積図を用いて説明しよう。 
  ①  

観察 

ノート 

９ 

√a = b√c  に変形したり，有

理化したりして，和や差を求

める。 

１ √を含む和や差の計算をしよう。 

２ どのタイミングで√の形を（√a=b√c，

有理化をして）変えますか。 
 ①  

観察 

ノート 

1０ 

展開公式を利用して，根号を

含む式の積の計算をすること

ができる。 

１ （√2+√３）２ の計算はどのように考え

ればよいだろうか。 

２ どのような形のときに乗法の展開公式を

使うか考えよう。 

③   
観察 

ノート 
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1１ 

 

本 

時 

折り紙で作った箱の底面積

から，箱を作る前の折り紙の

1 辺の長さを求めるにはどう

すればよいかを考え，平方根

を用いて求める。 

１ 1 辺何㎝の折り紙を用意すればよいだ

ろうか。（流れを映像で確認する。） 

 

２ 折り紙 1 辺の長さをどのようにして求め

ればよいだろうか。（考え方をクラウドにあ

げて共有できるようにする。） 

 ② ② 
観察 

ワークシート 

1２ 基本の確かめ・章末問題  
④    

1３ 単元の振り返り  
  ③  
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本時の指導 

（１）本時の位置づけ（  １１ ／ １３  ） 

（２）題材名   平方根の利用 

（３）本時のねらい  

折り紙の 1 辺の長さの求め方を，折り目に着目することで，平方根を利用して説明することができる。  

（４）展開 

時間 学習活動 学習内容及び指導上の留意点（） 評 価 

１０ 1 本時の学習内容を 

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時に取り組む問題を知らせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

２５ ２ 課題について，見通

しを持って 

取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
〇個人で考える。（３分） 
〇何が分かれば，必要な折り紙の 1 辺の長さが分
かるか出させる。（方針） 
 

 
 
 
 
〇上で出た方針から，個人で考える。（5 分） 
○班で共有する。(１５分) 
 
 
 
 
〇長さを測って比で求めることが出ても良いが，別
の手段を促す。（⇒実際の数値に√２が出ているこ

とを授業終わりに確認できると良い。）  
〇見通しが持てたら，個人で，折り紙の 1 辺の長さ
を求めさせる。 
〇√2＝1.414 として，小数で計算させる。 

〇観察を行い，実際に求める課程を，教師が写真

で撮っておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積の求め方を考察し，

表現できている。 

【イ①】（観察・ワークシ

ート） 

・説明できていない C 

・説明に不備がある B 

・説明に過不足がない A 

・A⋀合同を表現しようと

している S 

【問題】 

底面が 1 辺１０ｃｍの折り紙の箱を作りたい。1 辺何ｃｍの折り紙を使えば良いだろうか？ 

【課題】折り紙の 1 辺の長さをどのようにして求めればよいだろうか？ 

問いの工夫１（学習者に課題をとどける） 

折り紙の問題を考えることになる過程をスクリーンで見せ，課題を自分の問題として捉えさせる。 

困りを抱える学習者への支援 

面積２の正方形から√２を定義した流れを想起させる。 

・折り紙全体の面
積を求める。 
・実際に長さを測
り，比で求める。 
・折り目に注目して
比で求める。 
            等 

   

問いの工夫２（深める） 

正方形や直角三角形に着目して，長さを求めてみよう。 
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〇求める途中の様子を写真に撮り，classroom に

UP して，ヒントとして活用する。 

 

 

 

 

 

〇自分なりの求め方をワークシートにまとめ，写真を

撮ってクラウドに提出させる。（5 分） 

 

 

 

 

 

 

 

５ ３ 発表する。 〇それぞれの考え方を代表して数名に発表させ，全

体で確認する。 

 

 

 

６ ４ まとめをする。  

 

 

 

 

 

〇時間があれば，箱の底面の面積を変えて，折り紙

の 1 辺の長さを求めさせる。 

 

４ ５ ふりかえりを行う。 

 

 

 

「平方根の利用」という視点から，本日の授業の振

り返りをさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】平方根を利用することで，正方形の面積や対角線の長さから，1辺の長さを自在に求

めることができる。 

【振り返り例】 
・面積を数えて平方根を利用することで，折り紙の 1辺の長さを求めるなど身近なものに有効
的に使うことができる。 
・√２があることで，出来上がった箱から，必要な折り紙の 1 辺の面積を求めることができた。 

困りを抱える学習者への支援 

考え方をクラウドにアップロードして他の人が見れるようにすることで，いろ

いろな考え方に触れたり，思考したりさせる。 


